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	後期基本計画の計画骨子について



見直しの視点・構成検討に当たっての前提
	見直しの視点・構成検討に当たっての前提

	
	前期基本計画での取り組みを
踏まえた施策展開
	
	SDGｓの視点、VUCA※時代の社会情勢等
新たなニーズや課題への対応
	
	総合戦略との一体化
	
	コンパクトな計画への転換



 (
※VUCA（ブーカ）とは、「Volatility（変動性）」「Uncertainty（不確実性）」「Complexity（複雑性）」「Ambiguity（曖昧性）」の頭文字をとったもので、不確実で将来の予想が難しい社会状況を指す言葉です。
)●後期基本計画は、前期基本計画の構成を基本とし、後期基本計画として新たに必要となる要素を追加して構成します。
●計画の策定にあたっては、地域の現状や前期基本計画における指標の達成状況、市民のニーズ等を踏まえた施策の構築を進めるとともに、SDGs（持続可能な開発目標）やデジタル化などの時代の流れに沿った視点を取り入れつつ、激甚化する自然災害やコロナ禍といった社会情勢の変化に柔軟に応えられる内容となるよう留意します。
●急速に進展する少子高齢化や若年層の流出、地域経済の低迷等への対応といった人口減少対策が本市における最重要課題であることから、「南島原市まち・ひと・しごと創生総合戦略」が掲げる雇用拡大策と定住・移住促進策を両輪としたまちづくりに積極的に取り組むため、市の最上位計画に総合戦略を内包した構成とします。また、市の現状に合わせて将来人口の考え方についても整理・検討を行います。
●前期基本計画は、8つの基本柱、29の政策、67の施策で構成されています。後期基本計画では、基本構想に掲げる8つの基本柱を維持しつつ、施策構成を見直し、コンパクトな計画への転換を図ります。




後期基本計画の策定にあたって
	後期基本計画の策定にあたって

	
	計画策定の趣旨
	
	[bookmark: _Hlk112696392]社会情勢等の変化・新たなまちづくりに求められる視点

	
まちづくりの基本理念

























●平成30年3月に策定した第Ⅱ期南島原市総合計画では、「一人ひとりの”しあわせ”のために　みんなで進める　まちづくり」まちづくりを進めていくうえでの基本理念として掲げ、8つの基本柱のもと、各分野において計画的なまちづくりの推進に努めてきました。
●こうしたなかで市内外を取り巻く情勢は大きく変化しています。また、地球規模で捉えなければならない環境問題や、多発する大規模な自然災害への対応のほか、近年ではコロナ禍による影響等、将来のまちづくりを左右する新たな課題も生じており、南島原市がこれからも「住み続けたい」、「住んでみたい」まちであり続けるために、前期基本計画でのまちづくりを振り返り、中長期的な視点から、市民と行政が目標を共有し、持続可能な市政運営、共創、共生の地域を実現するための本市の最上位に位置付ける総合的な計画として策定します。


第Ⅱ期南島原市総合計画　将来像




	
	
●近年の様々な社会の変化を的確に捉えたまちづくりの推進に向けて、地域に身近な行政としての役割を果たし、VUCA時代の様々な課題やニーズ等、新たなまちづくりに求められる視点を整理します。

	①　少子高齢化と人口減少社会の進行
→　人口や世帯構造の変化がもたらす課題への対応　等
②　長寿社会・人生100年時代の到来
→　包括的な支援体制、高齢者が活躍できる機会や場の形成、高齢者の生きがいづくり　等
③　少子化への対応・子どもを安心して産み育てる環境づくり
→　妊娠から子育てまで切れ目のない支援、子育てしやすい環境づくり　等
④　SDGs（持続可能な開発目標）に関する取り組みの展開
→　SDGsの理念「持続可能でよりよい社会の実現を目指す」ことを踏まえたまちづくりの推進
⑤　産業構造・地域経済環境の変化
→　担い手や後継者の育成、地域産品のブランド化・知名度向上、外部人材の活用　等
⑥　国土強靭化・安全安心に対する関心の高まり
→　防災・減災対策の強化、消費生活トラブル対応、防犯・交通安全活動の推進　等
⑦　多様性を受け入れる社会の形成
→　市民一人ひとりの個性と能力が発揮できる社会、多文化共生社会の構築　等
⑧　脱炭素・循環型社会への対応
→　脱炭素社会に向けた市民一人ひとりの行動、ゼロカーボンシティ宣言に基づく取組　等
⑨　デジタル社会への対応
→　高度情報社会に対応した基盤の整備、情報格差（デジタルデバイド）の解消
→　デジタル技術やビッグデータを活用した行政サービスの向上や事務の効率化
⑩　コロナ禍などVUCA時代に対応した地域づくりや行財政運営
→　社会の様々な変容に対応する持続可能な地域づくりや行財政運営の推進　等





　




後期基本計画の目次構成について
	後期基本計画の目次構成について

	
【 後期基本計画のへの主な追加・変更項目（案） 】
　後期基本計画の策定にあたって、第Ⅱ期南島原市総合計画（基本構想・前期基本計画）の構成から変更・追加する主な項目は下表のとおりです。
	項目
	掲載概要

	計画の期間と構成
	人口減少対策に特化した計画である「南島原市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を後期基本計画と一体化した計画とするため、後期基本計画の位置付けや構成を見直します。

	基本構想の概要
	前期基本計画は、同時に策定された１０年間の基本構想とあわせた計画書としていますが、今回は後期基本計画のみの計画書とし、基本構想は総論の一部として概要のみ記載します。

	前期基本計画の振り返り
	前期基本計画からの連続性のある施策展開を図っていくため、前期基本計画の達成状況（主な成果や課題）を、計画の前提として追加します。

	将来目標人口
	人口変化への対応が今後の市政運営で重要課題となることから、現在の本市の人口ビジョンで示す「2060年に人口3万人を確保」する将来目標人口について、再度検討を行います。

	SDGｓとの関連付け
	SDGsという世界共通の視点との関りを明示し、SDGsを意識した持続可能でより良い社会の実現に向けた施策展開を図ります。

	総合戦略との関連付け
	総合戦略が掲げる人口減少対策が本市における最重要課題であることから、後期基本計画への一体化にあたって、各施策と総合戦略との関連付けを行います。

	後期基本計画における主要課題
	前期基本計画期間における社会情勢等の変化を踏まえ、新たなニーズ・課題に対応していく必要があるため、後期基本計画における課題認識について計画の前提として追加します。


　

	
【 現計画（基本構想・前期基本計画）の構成 】
	項　目
	内　　　　　　　　容

	第1部
（序論）
	第１章　南島原市について
１　まちの現在を見てみよう
２　市民の意識、未来のまちに求められること
３　南島原市にふさわしいまちづくりを進めるために
第２章　総合計画について
１　総合計画が目指すもの
２　計画期間と位置付け
３　計画の体系

	第2部
（基本構想）
	第１章　10年後の南島原の姿
１　基本理念
２　将来像
３　まちづくりの基本柱と目指す方向
第２章　まちづくりの目標
１　将来人口（人口指標）
２　まちづくりの基本指標

	第3部
（基本計画）
	１　政策体系
２　重点プロジェクト
３　分野別基本計画
分野別施策体系
分野別基本計画の見方
基本柱1自然環境
基本柱2郷土文化
基本柱3産業経済
基本柱4健康福祉
基本柱5人づくり
基本柱6安全安心
基本柱7基盤整備
基本柱8協働行政



	
【 後期基本計画の構成（案）】
	項　目
	内　　　　　　　　容
	備　　　　　　　　考

	第1部
（総論）
	わたしたちの目指す一人ひとりの“しあわせ”に向けて
○計画策定の趣旨
○計画の期間と構成（見直し）
○策定についての考え方
○市民アンケートの結果概要
○前期基本計画の振り返り（追加）
○基本構想の概要（追加）
○将来目標人口（見直し）
○後期基本計画における主要課題（追加）
	※「南島原市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を包含する計画として、計画の位置付けや構成を見直す。

	第2部
（基本計画）
	○政策体系
○重点プロジェクト（後期5年間の重点施策）
○分野別基本計画
分野別施策体系
分野別基本計画の見方
基本柱1自然環境
基本柱2郷土文化
基本柱3産業経済
基本柱4健康福祉
基本柱5人づくり
基本柱6安全安心
基本柱7基盤整備
基本柱8協働行政
	※基本柱は前期基本計画と同様。施策以下の構成（政策・施策の体系）の一部を施策の内容によって見直すことで、コンパクトな計画を目指す。

※各政策にSDGsの17の目標を関連付ける。
[bookmark: _GoBack]
※人口減少対策に関わる重要な施策に、総合戦略に該当することが分かるよう明示。
 (
総合戦略
)　　　例



【参考】
SDGsの１７の目標




（参考）前期基本計画の施策体系
	（参考）前期基本計画の施策体系

	


	基本柱
	
	
	政策
	
	施策

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	1．自然環境
	
	
	1-1
	自然環境との共生
	
	（1）自然環境の保全　（2）環境負荷の少ないまちづくりの実現　（3）環境美化活動の推進（4）動物愛護の推進

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	1-2
	循環型地域社会の形成
	
	（1）ごみの再資源化・減量化の推進　（2）ごみの適正処理

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	2．郷土文化
	
	
	2-1
	歴史・文化財を活かしたまちづくり
	
	（1）歴史・文化財の保護と保存整備・活用　（2）歴史・文化財の活用と普及　（3）世界遺産登録活動の推進

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	2-2
	文化・芸術のまちづくり
	
	（1）文化･芸術の振興

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	2-3
	地域おこしの推進
	
	（1）市民交流･地域コミュニティの活性化　（2）定住促進と田舎暮らしの推進

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	3．産業経済
	
	
	3-1
	農林業の振興
	
	（1）生産基盤の整備　（2）経営基盤の強化　（3）有害鳥獣対策の強化　（4）販路拡大とブランド化の推進　（5）環境にやさしい農林業の振興

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	3-2
	水産業の振興
	
	（1）生産基盤の整備　（2）経営基盤の強化　（3）つくり育てる漁業の推進

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	3-3
	商工業の振興
	
	（1）経営基盤の強化

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	3-4
	観光の振興
	
	（1）プロモーションの強化　（2）観光プログラムの整備　（3）受入体制の充実

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	3-5
	雇用の拡大
	
	（1）企業立地の促進と就業支援

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	4．健康福祉
	
	
	4-1
	健康づくりの推進
	
	（1）市民の健康増進　（2）健康診査･健康相談等の充実

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	4-2
	医療体制の充実
	
	（1）医療体制の充実

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	4-3
	高齢者福祉の充実
	
	（1）高齢者福祉サービスの充実　（2）高齢者の生きがいづくり

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	4-4
	障がい者福祉の充実
	
	（1）障がい者の生活支援　（2）障がい者の社会参加の支援

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	4-5
	児童福祉の充実
	
	（1）子育て支援の充実　（2）ひとり親家庭等福祉の充実

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	4-6
	社会保障の充実
	
	（1）社会保障の充実

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	5．人づくり
	
	
	5-1
	教育の充実
	
	（1）子ども養育支援　（2）個性豊かな教育の推進　（3）教育環境の整備　（4）学校生活･就学支援

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	5-2
	生涯学習のまちづくり
	
	（1）学習機会の充実　（2）青少年の健全育成

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	5-3
	生涯スポーツのまちづくり
	
	（1）生涯スポーツの推進　（2）スポーツ力の強化

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	5-4
	地域間交流の推進
	
	（1）地域間交流の推進　（2）国際交流の推進

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	6．安全安心
	
	
	6-1
	災害に強いまちづくり
	
	（1）防災・減災対策の推進　（2）消防力の強化

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	6-2
	暮らしの安全づくり
	
	（1）防犯のまちづくり　（2）交通安全のまちづくり　（3）安心できる消費生活環境づくり

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	7．基盤整備
	
	
	7-1
	交通環境の充実
	
	（1）道路網の整備　（2）公共交通の充実

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	7-2
	生活環境の充実
	
	（1）良好な住環境づくり　（2）美しい景観づくり　（3）安心で安定した水の供給　（4）生活排水の処理　（5）港湾･河川の整備

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	7-3
	情報基盤の整備
	
	（1）情報基盤の整備

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	8．協働行政
	
	
	8-1
	市民協働のまちづくり
	
	（1）市政への市民参加　（2）市民活動・自治会活動等の活性化　（3）まちづくり人材の育成

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	8-2
	人権尊重・男女共同参画のまちづくり
	
	（1）人権尊重・平和行政の推進　（2）男女共同参画のまちづくり

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	8-3
	質の高い行政運営
	
	（1）質の高い行政運営　（2）職員の能力向上と意識改革

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	8-4
	持続可能な財政運営
	
	（1）財政の安定化　（2）自主財源の確保と資産の有効活用
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